使用の手引き 


ご巧用前に、このご巧用のネ引きを十巧、お読み下さい。 

このご巧用の手引きはお使いじなる方が、いつでも見られるところに保营して下さい。 

安全じご使用い ただ〈ためじ 

このミシンを、安をじごな用していただ< ためじ、お下のことがらをずって下さい。 
このミシンは、日本面巧巧け、家を巧です。 FOR . USE I N JAPAN ONLY 





ここにをわせる 


文 ： i % 


かをあけ•てダイヤルをまわし、 
模巧をえらびます。 

※封•がホにささったまま で 模巧運 
巧ダイヤルをまわすとかがまが 
ったり、折れたりする原因じな 
ります。 





ここじをわせる 


をりダイヤルをまわして、めい目の 
わらさをセットします。 


B C D E F G 


A B C D E F G 

U 一"-心*哇もミ囊莲莲^ 


糸立て巧は、ミシン本かじ 
収巧されていますので、い 
つばいじ引さ化してセット 
して < ださい。 

の巧するとさは、 t 申しさけ 
て < ださい。 


返しめ いレバーを 巧し 
ている同は返しをいを 
し、指をはなすと、巧 
進わいじ戾ります。 


★スーパー模様の選び方 


i なしもいしバ——- 


模様選がダイヤル 


糸立て棒 



キさげハンドル 


スタ—— 


天びん 


ストップボタン、^糸調子ダイヤル\ 


はずみを 


ちりダイヤルを . SS じをわせると、 
巧巧巧がダイヤルで法んだ巧なは、 
スーパー巧巧じなります© 

♦スーパー模様の形の整え方 

なながつま あか•整う 巧巧が伸び 

っている ている 


方向に 


方向に 


糸切り 



フリ—ア—ム 


ボタンを巧すとミシン 


はスビードコントロ 


ルつまみでセットした 
速さでめいはじめます, 



巧おのおが整わないとき、伸びてい 
る巧をは「一 J 方向に、つまってい 
る巧をは 「+ J 方向に、をりダイヤ 
ルをまわして期整します。 

送りダイヤル ー 

くめい目あらさの調整） 


——スピードコン 

ホつくり—■■■画はやい 


卜□ールつまみ 


もう一度す甲すと停止し 



補助テーブル 


照日月ランプ 



态 


一 

M 

m 


めうまさは、自由じセットで 
きますのでお好みのまさじ、 
つまみをセットして< ださい< 
カーブや轴かいところを由う 
ときは、「めク< リ J じセツ 
卜してめいましよう。 


電源スイッチ及び電源のつなぎかた 


巧え上げ 


雷タス 



論 



♦つけかた、巧しかた 

軍巧スイッチの「入 J 、 r 切 J じよって点巧します。 

♦ランプのとりかえかた 





プラブ 


プラグそけ 


巧え上げ 


①巧めねじ A (2 ケ）を外し、天板を外します。 

稱めねじ B をゆるめ、稀めねじ C を外し、フックを 
外して面巧をかします。 


@ランプをはずすとさは、左へまわします。 
ランプをつけるとさは、ちへまわします0 


③ランプのとりかえか•終わったら、面巧をお付けてか 
ら、天巧を巧付けます0 


A ランプの とりかえは、電源スイッチを切ってから 
斤なってください。また、ランプは、巧めてから 
-交換して < どさい- 


はずみ車を轻< 手前にまわ 
し、ミトを轻上部にわげます< 
3甲え上げをホけ‘さけ‘して、 
ネ甲えをわげたり、さげたり 
します。 

す甲え上げを、ホげたな至よ 
りさらじ高< あげると、巧 
えの位まもさらじホゲリま 
す。 


( D 妄源スイッチを切ってから、プラブをプラグぞけ 
じさしこみます0 

8 ^プラグをコンセントじさしこみます。 

スブート•ストップボプンゲ r ストップ J の位丢 
じホることを巧誘しスイッチを入れます。 


※委 ミ 原は、一おまち用く10 0 V 5 O /6 0 HZ ) です。 
• X ミシンを巧わないときは、ま巧プラブををいて < ピ 
さい。 


スブート•ストップボタンが「スブ—卜」の位 t 

A け甲した位至〉で、ち源スイッチが r 入 J じなつ 
ている巧をは、ブラブをつなぐと同じにミシ 

-ンゲ巧きだしを険です、必ずスタ T 卜.ストップ 

ボブンを「ストップ J の位をじして < ださい， 


3.標準か属お 


巧出]テーブルを巧に引いてはず 


すとフリー アーム じなります, 


餐© 


資奠 




イか入れ 


巧めテーブル 


* 補かテーブルのつけかた 


♦ノ h 物入れ 

補助テープルのフブを開けると 
小お入れじをります。付 S るや 
小物煩を収巧するためじ巧いま 
す。 







ホ:ビンケースのはずしかた、入れかた 




かまの凹部 



か t 巧えをわけ•べッ 
ふたをひらをます。 


(はずしかた） 【入れかた） 

ボビンケースのつまみ ボビンケースのつまみ※入れるとをじは、ボビンケース 

を持って、ヒリだします。を持って、かまにとり のつのを、かまの凹级じをねせ. 

つけます* 巧の方へいっぱいじ入れてから 

つまみをはなし、ベットんたを 
しめます* 


ボビンに下糸を卷〈じは 


はずみ巧 



ずみ単を引ざ化しま- 



糸をさか 


ポビンま甲え 




ボビンの巧に内脚から朵 
を通し、ボビンを糸卷き 


糸の端をつまんだまま、コン 
卜□—ラーを庭んでミシンを 
島)かし、卷さはじめます。 
糸がボビンに3重ぐらいをさ 
ついたら、糸を再！します。 



巻きおねゥたらミシンを 
止めてボビンをもとじ戻 
-して、巧のきわで糸を切 
•り、はずみ車を巧しをみ 
ます。 . • 


(をな） 

幸糸卷き軸をかかす時は、必ずミシンを止めて < ださい。 

•* 下糸巻さがおわったら、必ずはずみホを元じ（はずみホを巧し么む）戻して’ください。 





Fn 



表がやめい方じよって、糸巧子ダイヤルをまわしてお整します。 
兵巧子が正し < 巧をされていをいと、めい目がさたな < なり、 

ホじしわがよったり、糸が切れたりします。 

(ち巧めいの正しい糸巧子） 

上糸と下朵がホのはげ中巧で、 

まじわりさす • 


【上糸が巧い竭を） 

下糸がホのまじ化ます， 


糸を巧めまず《 


巧示 ♦ 



【上糸が巧い場を）_ 
上糸がホの裏に出ます， 


糸を巧め i す， 


巧示« 



<はずしかた> 




押えをわげ、巧えホルダーの 
レバーを i 甲します b 


猎若 


<つけかた> 



巧えホルダーのみダの下じ巧えの 
ピンを合わせておさます。 

巧えを脖かじおろし、ビンをみダ 
じ入れます。 



1日.糸調子を化ずじは 


1 J 甲えのはずしかた、つけかた 




.下糸を引きあげるじは 


^ -©か样糸巧けじ左からあけます, 

_ — ©針には、キ巧から向こうがじ 

通します。 




糸お巧おの下を回して、右からぶじ黄'け、 
上に引きあけ•ます。 


天びん 



はずみ車を手前に回し、天びんを 
上部じします。糸を右からをろを 
回して左へ化し、手巧に引き化し 
て、まっすぐ下におろします0 



ボビンケース 





糸巧子ばね 


①糸の端を、図の方巧（時計回 
り）じたらして、ボビンケー 
スじいれます0 


® みぞじ糸を巧します。 


® 糸を引いて、糸お子ばねの下 
を通し、糸□じ引さ化します< 
糸は10 抓 ほど化してわきま 
す。 



ンクース（こ入れるに 


ボビンのはずしかた 


ホビ 


をを々 
車かて 
みしげ 
•すわさ 
はまん 
でじた 
手前つ 
右手い 


スさ ♦ / - 
ま上をおつ 
•け巧糸下な。 
わが上' じす 
びんらと J ま 
巧びた<おさ 
ら天き引 r て 


J 










♦めい方向を < しる 



♦めいおわりと糸の巧りかた 


巧し皮い 



♦めいはじめ { 

j 

糸とホを左手で巧え、はずを辛を 
手巧にまわして、めいはじあの化 
S じかを/さします。押えをさげて， 
-づ-、•卜 n — を巧<芭み 、 I ゆっ 
<りめいはじめます C ! 


※ホいはじめのほつれ止めは、巧し 
由いレバーを ネ甲しながら、巧ミ十を 
し历 いを します。 


ミシンを止め、かをホじさし 
たままで;？えをホげ、ホをま 
わして占い方向をかえますみ 




糸切りで糸を巧りま 


をしめい しバー をネ甲しながら、巧か返し治いをします。 
巧えをわけて、ホを巧こう測に巧かじ引き化します。 










幸をり 

巧樣 

商て' 

ブ幅 


<ジブザブ兒いの糸巧モ> 



ジブザグないの糸巧子は、 
ホの塞がに上糸がかし化る 
<らいに します C 


13 .ジブザブめいと裁ち目かゲリ 


とさず巧 
るとはじ 
すたかろ 
ををるこ 
めじれと® 
止撕ずのす 
れちはいま 
つがららし 
ほか かぐじ 
の、わかぅ 
§はさいよ 
ちじのなる 
なを ホれ ち 









4 .トリコットステッチ 


15 .〈けめい 





ほつれゃすい ホゃ伸祐性の わる ホのほ つれ 止め、 ホがの 
おり防止などじ利用します。 

めいしろをかし余分にとってめい、余みをところをるい 
目を< で切りまします。 


X 目のとびやすい伸痛性のホや目のうんだホには、ブルー 
ミ十 (別を〉を巧用すると効果がホります。 


1 b . スーパー慎様めい 

セツトの目ぞ 

糸巧子ダイヤル . 1〜樣軍 

供#足がダイヤル . 

*( 是 : ..BI 

D ; 黎パ(莲け (| l 6(^ 

をりダイヤル S . S . 

巧え. •♦ ジブザブ巧え 




ホが前をするので、めい吕ゲまがら 
ないようじを意してめいます。 

- X 目のとびやすい伸掩性のホや目のつんだ 
ホには、ブル^か（別を> を巧用ずると 
巧巧がわります。 



セットの目ち 


糸巧子グイトル 


1〜«ホ 


樓巧巧がダイヤル 


を y ダイヤル 
巧え 


■ « ♦ ♦ ♦ 


E【3 

1〜3 


•ジブサブ}甲え 
<けめいガイ.卜 


ねじまわし 


巧え ホルダー 
止めね じ 



4〜 0. 7饥 



ここを巧えホ 
ルプーと.ねじ 
のホいどじい 
れる 



(链い方） 

①布を図のようじ、上の折 
り山と下の巧リムを的 0.4 
〜 0. 7帥ほどずらします。 

X •アイロンで巧えると、き 
れいじ化上ゲリます。 


③巧えをわけ‘て、巧えホル 
グー止めねじを2〜3止! 

ゆるめ、< けめいガイド 
をとりつけます。 


二こを f 早えの 
まん中のみぞ 
じいれる 



③つけ終■わったら、ねじを 
しめます。 


③ガイド足に、巧リムをぴ 
ったりわててめいます。 


③めいおわったら、ホをひ 
ろけ‘ます。 


17 .ファスナーつけ 

セットの目を 


み巧モダイヤル 

. 〜6 

巧巧ち巧ブイヤル 



①台布を布にしつけて止め、スライダーをしめ 
ます0 

③上糸.下糸を押えの下から向こう側じ引き出 
します0 

③ファスナー の左側をめうときは、針がむしの 
きわじ落ちるようじします0 

® 中ほどまで出ったら、封■をホじさしたままで 
巧えをあげ、スライダーをキ甲えの向こう測に 
ずらして、4甲えをおろし、残りをめいます。 

©ファスナーのを 側をめうときは、ホをまわし 
て、ホの上からむしのきわじ針が落ちるよう 
じめいます。 

左側をめうときと同様に、中ほどでスライダ 
—をずらしてめいます0 


18. 夕'—ニンブプレートのとりつけ 



19 .ボタンつけ 


セットの目ぞ 



①模様遵沢ダイヤルをまわして （ が *…- a ) ボタン巧の 
幅じをわせます。 

ボタンの 左の穴じかをさし、左ちの巧を真横にをら ベ 
てす甲えをおろします。 

® 封■をあけ’、模様選がダイヤルをまわして、ボタンのを 
の巧じかが落ちるようじします。封■が右に移かしない 
巧合には、はずみ車を手前にまわして、 S 十をいつたん 
さけ-てか*^、南び針をあげて、模巧選がダイヤルをま 
わします。 

@5〜6回めったら、模巧選択ダイヤルをじを 
わせて、数ミト止めめいをします0 



















2 0 .ボブンホール 



糸巧子ダイヤル 


な橡巧がダイヤル •• 

，ぃ,び*^ [|。、日4 


をりダイヤル 


03〜1 


ボブンホール3甲え 





※かうものと同じホで試しめいをして、セットを巧かめ綠ょう 
※伸おせのホるホには、美に伸ぴじ < いなかをはって < た语い。 


<々い方> _ 

のかをわけてな巧11法び、上糸を巧 
えの巧から下に通し、巧に引き化し 
て下糸とそろえ、巧えを手前いっぱ 
いまで引き出して スブー トマークを 
をわせます。 

風めいおめの位^くみ茄じかをがして 
巧えをわろし、ミシンをスブ——卜さ 
せます。左側を必巧を長さ （ B 点）ま 
でめろてミシンを止めます。 

③がをわげて模巧〇を巧び、かんめ 
さを5か〈らい （ C 点）までめい、ミ 
シンを止めます。 


をわけて模様 H 3 を巧び、左側 
同じ長さ < D ホ）までめい、ミシ 
を止めます。 

をあけ’て棋巧。を巧び、かん 
きを5か< らいめいます。 

え上げをあけてホを引き出し、 
透 J : 糸•下糸を10饥< らい残して切 
谋 y まず。よ^をホの裏に引ぎ化し. 
ミを上糸と下糸をむすびます。 


のかんめさの内側にまちかをさ 
目ほどさでかがった糸を切ら 
ようじ中み巧分を切りひらき 




①を糸の輪を巧えの後ろ側じあるつのに撕ナ、巧えの下から手前に 
平巧になるようじ引き化し、巧側の五つ又じはさみます。 

出いはじめの化*じかをさし、す甲えをさげます。 

( D ボタンホール手おと同じようじめいます。 

® 左側のな糸を引いてたるみをな< し、を分なお糸を切りまず。 





















21 .ホと糸と針の関係及び針のはずしかた、つけかた 


ホに 38 した糸と S 十の目巧 

ホ 

糸 

か 

ぅすい巧 

クレープ、デシン、ボ 
イル、□—ン、才ーガ 
ンジ—、シヨーゼット 

轴手指糸 
巧手巧糸 
(巧手化!*糸） 

9 を 

または 

]1 を 

M の巧 

を苗もめん、ピケ、 

サージ、ザのせ一お 
版あ 

巧糸如を 
巧糸 5 健〜 80S 
(化* It 糸 5 语〜 60S ) 

11 巧 

または 

14 を 

犀いホ 

デニム.ツイード、 

キャバジン、コート地 

巧糸 5 烁 
巧糸 40 #〜 50 # 

(化 W 糸 40 #〜 5 廢） 

14 ホ 

または 

16 を 


※一胺じ、うすいホには巧い糸と細い封•を、 
厚いホには太い糸と太いかを巧用しまず。 
この表を目安に、糸とかをまび、試しめ 
いをして巧かめて < ださい。 

※巧目りとして、上朵と下糸は、同じものを 
巧用して < ださい。 

• X •伸鴻性のわるホ（ジャージ ー 、トリコッ 
卜）や目のとびやすいホ化などじは、ブ 
ルーき十を使用ずると効果があります。 


/|\ が W C リロ*スは、軍巧スイ•シ 
/|\ つてから巧なって〈どさし、。 



[はすしかた〕 

計止めねじを手巧にまわし 
てゆるめ、針をはずします, 

(つけかた） 

到*の平らな面を向こう棚に 
向けて、封■止めじさし、ピ 
ンじあたるまで巧し么みか 
止めねじをかた < しめます, 


2 2.送り齒の手入れ 




大ゲまんた巧え 




ボビンケース 



中がま 


义ゲ S ムた 


①かをあげて、 ベッド ふたをあけ、 ボビンケース をはずします。 

③大ゲまふた巧えをちちじひらき、大ゲまんたと中がまをはずします, 

③ブラシでかまの巧部を掃除し、矢印のと ころじ]〜 2■滴 ミシン 油を 
左’ホして、ホでお <拭さとります。 

@中がまを油布で拭きます。 

⑤はずしたときと逆の順巧で< みつけます。 


2 4.ミシンの調子が悪いとき 


かづ B いとさ 

>の j * 因 

、 

をわし々、た 

上糸が切れる C 

1.上糸の巧けかたがまちがっていたり、糸が必要ムけ t ■のところじからみついている。 

2•上糸お子が強すぎる。 

3. かがまがっていたり、か先がつぶれている。 

4. かのつけかたがまちがっている。 

t 布に巧して針や糸が細すざるか太すざる。 

上糸を正し < 巧けなぉす。 

上糸期子を弱める。 

かを巧おする。 

正し < つける。 

巧切な封■や糸を えらぶ。 

下糸が切れる。 



かが巧れる ♦ 

しがのつけかたが、まちがっているか、ががまがっている。 

2•が•をホじさしたままで、模巧ち巧.タイヤルをまわした。 

3. ホをお理じ引いた。 

4. ホじ巧して針が細ずざる。 

封■を交換するか正しくつけなわす。 

かをホより上じあけ•てからブイヤルをまわす。 

布を無理に引かない。 

かを交換する。 

曲い目がとぶ 0 

し針のつけかたがまちがっているか、 かが まがって いる。 

2•ホに巧してかや糸が細すざるか太すざる。 

3. 伸指なのホるホや目のつんた•巧じブルー封■を巧っていむい。 

4. 上糸のおけかたがまちがっている。 

がを交換するか正しくつけなおす。 

迫切な針や糸を選ぶ。 

ブルーかを巧う。 

上糸を正し < 掛けなわす。 

•b い目がしわじなる。 

し上糸または下糸の調子が強すざる。 

2.上も.下糸の巧けかたがまちがっていたり、糸が必要が外のところにからみ 
.クいている e 

糸調子を適切じする。 

糸を正し〈掛けなおす。 

A い目に輪ゲで夕る ♦ 

1.上糸または下糸の巧モゲをっていない。 

2•ホに巧してかや糸が巧すざるか太すざる。 

3. 上糸々下糸の掛けかたがまちがっている。 

糸期子をる切じする。 

巧切なかや糸を凄ぶ。 

糸を正し <せ！'けなわす。 

ホ巧りがう J <いかをい, 

し送り巧に糸< ずがたっまている。 

送り笛を掃除する。 

ミシンの回后が重い • 
t がみ、* 

1. 送りをやかまじ、ごみや糸< ずがたまっている。 

2. かまの油がされている。 

掃除する。 

注油する。 


ぉ客様相談 コーナー 

★ジャノメミシンでは全国18日巧< の直當ま巧で万全のアフターサービスをしております。 

このキびきじ書かれている方まで直らないときは、お巧< の支巧へご連絡< ださい。 
♦お問い合わせのおは、このキびきをお読みじなりながらお電話< どさると保員もが障の原因 
や笛巧がわかって语利です。 

♦アフターサービスじついて、ご相談、ごち望がございましたら、本社お客お!相談まへ何なり 
とおホしつけ < ださい。 


仕 な 

巧用言圧 

1 OOV 50/60HZ 

巧,《力 


かが寸法 

K38 .う 知 1X A 斤 1 5. 3 饥 X 巧さ 29. 4 加 

£ 量 

6.5Kg 体か） 

巧用か 

ホを用 H A X1 ■ 

«f まま 

を分 700 回な 


蛇の目ミシンエ芙巧巧会巧 

了 J 04 .巧ぶをを区穿ぶミ;;し…巧9800401 







































